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■沈砂池
下水道管から流入してきた汚水
をゆっくり流して、大きなゴミや土
砂を取り除きます。

■最初沈殿池
沈砂池をとおってきた汚水をゆっくり流し
て、沈殿しやすいものを沈めます。沈殿
した汚泥は汚泥処理施設に送られます。

■最終沈殿池
反応槽で処理した汚水を
ゆっくり流してきれいな上
澄み水と汚泥に分けます。

■汚泥処理施設
最初沈殿池、最終沈殿池から
送られた汚泥を濃縮、脱水して
脱水ケーキ（コンポスト化）にし
ます。これは、肥料などとして再
利用されています。

■水質試験
水の汚れ具合を、いろいろな
方法で測りながら、処理場は
運転されています。水質試験
室では、精密な試験も行い、
水質を監視しています。

■消毒設備
最終沈殿池の上澄み水は次
亜塩素酸ソーダで消毒されて、
川や海に放流されます。

■マンホール
下水道管の清掃や
修理のための出入
口です。

■汚水
工場や家庭の台所・風呂・洗濯・
水洗便所などで使った水は、下水
道管へ入ります。

■雨水
雨水は、側溝や雨水
管等を通りそのまま川
へ流れます。 雨水管

私設
雨水ます

私設
汚水ます

下水道管

マンホール

台所流し

洗面流し
便器

消毒設備

池

■反応槽
汚水を微生物のいる泥と混ぜ、空気
を吹き込んで、微生物に汚れの成分
を食べさせてきれいにします。

追跡 私たちが使った水は、どこへ行くんだろう？
その謎は下水道のしくみに隠されているゾ…。

汚れた水も
きれいになって川や海へ

人々の生活の中で使われた水は川や海へ流れます。
しかし水の自然のサイクルの中で、水を使う人が増
えてくると自然の力だけでは水を浄化することがで
きなくなります。汚れたままの水が多量に流れ込ん
で川や海は汚くなり、さらには伝染病が発生する原
因にもなります。そこで人が考え出したのが下水道

です。家庭や工場で使われた水は、下水道管やポン
プ場を通り、下水処理場できれいな水に処理されて、
川や海に流されます。海や川の水は、蒸発して雲と
なり、その後、雨や雪となって、ふたたび地表に降り
てきます。このような自然のサイクルの中で、下水
道は大切な役割を担っているのです。

Ⅰ　下水道のしくみと役割り
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川の持つ浄化作用を
処理場は多くの機械で
つくりました

Ⅱ　下水処理場ってどんなところ
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Ⅲ　長崎市の下水処理場とポンプ場

 中
ちゅう

部
ぶ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

  （昭和36年12月供用開始）

所 在 地／長崎市茂里町2番2号
敷地面積／28,000㎡
処理方式／標準活性汚泥法
放 流 先／二級河川浦上川
　
全体計画
処理面積：1,014ha
処理人口：60,020人
流入下水量　西部下水処理場へ統合

 南
なん

部
ぶ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

  （昭和59年4月供用開始）

所 在 地／長崎市戸町5丁目985番地
敷地面積／43,200㎡
処理方式／標準活性汚泥法
放 流 先／長崎湾
　
全体計画
処理面積：1,503ha（南部処理区、香焼処理区、三和処理区）
処理人口：74,780人
流入下水量　日最大：37,500㎥
　　　　　　日平均：29,500㎥

 三
み

重
え

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

  （昭和59年8月供用開始）

所 在 地／長崎市京泊2丁目8番50号
敷地面積／37,400㎡
処理方式／標準活性汚泥法
放 流 先／西彼海域
　
全体計画
処理面積：708ha（三重処理区、黒崎処理区）
処理人口：13,540人
流入下水量　日最大：6,700㎥
　　　　　　日平均：5,600㎥

　長
なが

崎
さき

市
し

の下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

は、昭
しょう

和
わ

36年
ねん

、中
ちゅう ぶ  げ すい しょ り じょう

部下水処理場の供
きょうよう

用とともにスタートし、その後
ご

、徐
じょ

々
じょ

に処
しょ

理
り

区
く

の拡
かく

大
だい

に併
あわ

せ処
しょ

理
り

場
じょう

の数
かず

も増
ふ

えていきました。また、平
へい

成
せい

16年
ねん

及
およ

び17年
ねん

の市
し

町
ちょう

合
がっ

併
ぺい

により更
さら

に処
しょ

理
り

場
じょう

数
すう

が増
ふ

え、現
げん

在
ざい

では11箇
か

所
しょ

の処
しょ

理
り

場
じょう

が稼
か

動
どう

しています。
　下

げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

に流
なが

れてくる下
げ

水
すい

は、基
き

本
ほん

的
てき

に自
し

然
ぜん

流
りゅう

下
か

ですが、下
げ

水
すい

管
かん

渠
きょ

の距
きょ

離
り

が長
なが

すぎたりすると埋
まい

設
せつ

の深
ふか

さが深
ふか

くなるので、それを解
かい

消
しょう

するため途
と

中
ちゅう

の汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

で揚
よう

水
すい

して再
ふたた

び適
てき

正
せい

な自
し

然
ぜん

流
りゅう

下
か

に戻
もど

しま
す。現

げん

在
ざい

、このような汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

は、市
し

内
ない

に16箇
か

所
しょ

あります。
　また、長

なが

崎
さき

市
し

は汚
お

水
すい

と雨
あま

水
みず

を別
べつ

々
べつ

に排
はい

水
すい

する分
ぶん

流
りゅう

式
しき

を採
さい

用
よう

しています。本
ほん

市
し

の地
ち

形
けい

はすり鉢
ばち

状
じょう

のため、雨
あめ

が
降
ふ

ると短
たん

時
じ

間
かん

で市
し

街
がい

地
ち

に雨
あま

水
みず

が集
しゅう

中
ちゅう

して流
なが

れてきます。そのため、浸
しん

水
すい

防
ぼう

除
じょ

を目
もく

的
てき

とした雨
う

水
すい

排
はい

水
すい

ポンプ場
じょう

が
市
し

内
ない

に2箇
か

所
しょ

あります。 （平
へい

成
せい

31年
ねん

3月
がつ

現
げん

在
ざい

）

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：1,471ha（南部処理区、香焼処理区、三和処理区） 計画人口：62,450人 計画汚水量　日最大：23,840㎥ 　　　　　　日平均：20,960㎥

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：西部下水処理場へ統合 計画人口：西部下水処理場へ統合 計画汚水量　西部下水処理場へ統合

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：573 ha（三重処理区、黒崎処理区） 計画人口：14,940人 計画汚水量　日最大：6,095㎥ 　　　　　　日平均：5,615㎥

337871
テキストボックス
（令和５年度末　機能停止）

347240
スタンプ
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 西
せい

部
ぶ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

  （平成4年7月供用開始）

所 在 地／長崎市神ノ島町1丁目367番地11
敷地面積／92,100㎡
処理方式／標準活性汚泥法
放 流 先／長崎湾
　
全体計画　　　　　　　　　※（　）中部下水処理場統合後の数値
処理面積：2,426ha（3,440ha）
処理人口：145,310人（205,330人）
流入下水量　日最大：64,900㎥（98,600㎥）
　　　　　　日平均：54,200㎥（80,100㎥）

 東
とう

部
ぶ

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

  （平成元年4月供用開始）

所 在 地／長崎市田中町279番地46
敷地面積／37,000㎡
処理方式／標準活性汚泥法
放 流 先／網場湾
　
全体計画
処理面積：1,013ha
処理人口：34,750人
流入下水量　日最大：14,400㎥
　　　　　　日平均：12,000㎥

 高
たか

島
しま

浄
じょう

化
か

センター  （平成12年1月供用開始）

所 在 地／長崎市高島町2707番地34
敷地面積／3,000㎡
処理方式／オキシデーションディッチ法
放 流 先／高島港外
　
全体計画
処理面積：15ha
処理人口：160人
流入下水量　日最大：100㎥
　　　　　　日平均：100㎥

 神
こうの

浦
うら

浄
じょう

化
か

センター  （平成14年4月供用開始）

所 在 地／長崎市神浦向町293番地2
敷地面積／6,150㎡
処理方式／オキシデーションディッチ法
放 流 先／二級河川神浦川
　
全体計画
処理面積：24ha
処理人口：870人
流入下水量　日最大：400㎥
　　　　　　日平均：300㎥

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：990 ha 計画人口：33,550人 計画汚水量　日最大：11,590㎥ 　　　　　　日平均：10,590㎥ ※集落排水統合後の数値

337871
テキストボックス
全体計画　　　　　　　　 処理面積：3,397ha 計画人口：181,630人 計画汚水量　日最大：70,350㎥ 　　　　　　日平均：62,910㎥ ※中部下水処理場統合後の数値 

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：22 ha 計画人口：180人 計画汚水量　日最大：180㎥ 　　　　　　日平均：110㎥ ※集落排水統合後の数値 

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：24 ha 計画人口：300人 計画汚水量　日最大：135㎥ 　　　　　　日平均：105㎥ 
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 琴
きん

海
かい

南
なん

部
ぶ

浄
じょう

化
か

センター  （平成17年3月供用開始）

所 在 地／長崎市琴海村松町760番地3
敷地面積／9,300㎡
処理方式／長時間エアレーション法
放 流 先／二級河川村松川
　
全体計画
処理面積：191ha
処理人口：6,180人
流入下水量　日最大：2,700㎥
　　　　　　日平均：2,100㎥

 伊
い

王
おう

島
じま

浄
じょう

化
か

センター  （平成15年3月供用開始）

所 在 地／長崎市伊王島町2丁目1178番地5
敷地面積／3,500㎡
処理方式／オキシデーションディッチ法
放 流 先／塩町排水路
　
全体計画
処理面積：43ha
処理人口：480人
流入下水量　日最大：500㎥
　　　　　　日平均：300㎥

 脇
わき

岬
みさき

浄
じょう

化
か

センター  （平成21年3月供用開始）

所 在 地／長崎市脇岬町3803番地6
敷地面積／3,100㎡
処理方式／オキシデーションディッチ法
放 流 先／橘湾
　
全体計画
処理面積：38ha
処理人口：1,300人
流入下水量　日最大：600㎥
　　　　　　日平均：500㎥

 大
おお

平
ひら

浄
じょう

化
か

センター  （平成22年3月供用開始）

所 在 地／長崎市琴海大平町1250番地
敷地面積／2,500㎡
処理方式／オキシデーションディッチ法
放 流 先／形上湾
　
全体計画
処理面積：37ha
処理人口：920人
流入下水量　日最大：500㎥
　　　　　　日平均：400㎥

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：43 ha 計画人口：270人  計画汚水量　日最大：450㎥ 　　　　　　日平均：250㎥ 

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：251 ha  計画人口：6,200人 計画汚水量　日最大：2,220㎥ 　　　　　　日平均：1,910㎥ ※集落排水統合後の数値

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：84 ha 計画人口：1,600人 計画汚水量　日最大：660㎥ 　　　　　　日平均：540㎥ ※集落排水統合後の数値

337871
テキストボックス
全体計画 処理面積：56 ha 計画人口：1,060人 計画汚水量　日最大：400㎥ 　　　　　　日平均：340㎥ ※集落排水統合後の数値 
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  汚
お

水
すい

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場（南
なん

部
ぶ

第
だい

一
いち

中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

ほか15箇
か

所
しょ

）

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

に遠
 とお

い区
く

域
いき

から下
げ

水
すい

を流
なが

す時
とき

、管
かん

渠
きょ

（下
げ

水
すい

を流
なが

すパイプ）は下
か

流
りゅう

に行
 い

くほど深
ふか

くなり、建
けん

設
せつ

費
ひ

が高
たか

くなります。そこで、汚
お

水
すい

中
ちゅうけい

継 ポンプ 場
じょう

を建
けんせつ

設し、下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

へ通
つう

じる下
げ

水
すい

道
どう

本
ほん

管
かん

へポンプで送
そうすい

水することによ
り建

けん

設
せつ

費
ひ

を節
せつやく

約できます。

  マンホールポンプ（168箇
か

所
しょ

）
下
げ

水
すい

本
ほんかん

管（公
こうどう

道に埋
まいせつ

設された管
かん

渠
きょ

）に自
し

然
ぜん

流
りゅうか

下で直
ちょくせつ

接排
はいすい

水できない低
てい

地
ち

地
ち

区
く

の排
はいすい

水を 行
おこな

います。

インターネットを利
り

用
よう

して、
ポンプ場

じょう

の状
じょう

態
たい

監
かん

視
し

や異
い

常
じょう

を知
し

らせます。
マンホール内

ない

に流
なが

れ込んだ汚
お

水
すい

を下
げ

水
すい

本
ほん

管
かん

まで送
そう

水
すい

し
ます。

この建
たて

物
もの

の地
ち

下
か

にポンプ場
じょう

施
し

設
せつ

があります。 下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

へ通
つう

じる下
げ

水
すい

道
どう

本
ほんかん

管へ汚
お

水
すい

を送
おく

ります。

停
ていでん

電しても、ポンプを運
うんてん

転できる発
 はつでん

電設
せつ

備
び

があります。 汚
お

水
すい

の臭
にお

いを活
かっせいたん

性炭でとって、外
そと

に排
はい

気
き

します。

ポンプの自
じ

動
どう

運
うん

転
てん

や遠
えん

隔
かく

操
そう

作
さ

による運
うん

転
てん

を行
おこな

います。 ポンプの自
じ

動
どう

運
うん

転
てん

を行
おこな

います。

汚
おすいちゅうけい

水中継ポンプ場
じょう

主
しゅ

ポンプ設
せつ

備
び

発
はつ

　電
でん

　設
せつ

　備
び

 脱
だっしゅう

臭設
せつ

備
び

 （活
かっ

性
せい

炭
たん

方
ほう

式
しき

）

マンホールポンプ マンホールポンプ制
せい

御
ぎょ

盤
ばん

監
かん

視
し

通
つう

報
ほう

装
そう

置
ち

ポンプ設
せつ

備
び

337871
テキストボックス
（175箇所）
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  雨
う

水
すい

排
はいすい

水ポンプ場
じょう

自
し ぜ ん

然流
りゅうか

下で排
はいすい

水しにくい低
て い ち

地に流
なが

れ込
こ

む雨
う す い

水を強
きょうせいてき

制的に河
か せ ん

川や海
うみ

に排
はいすい

水する施
し せ つ

設です。

ポンプ場
じょう

の下
か ぶ

部から川
かわ

へ雨
う　すい

水を汲
く

み上
あ

げ排
はいすい

水します。 主
しゅ

ポンプの上
じょうぶ

部にあってポンプを動
うご

かす
大
おお

きなモーターです

モーターを回
まわ

すための電
でんりょく

力を発
はっせい

生させます。 入
はい

ってきた雨
う

水
すい

の量
りょう

を確
かくにん

認したり、
ポンプを自

じ

動
どう

で動
うご

かします。

雨
う

水
すい

と一
いっしょ

緒に流
なが

れてくるゴミや砂
すな

を取
と

り除
のぞ

きます。

　中
ちゅうぶ

部茂
も

里
り

町
まち

雨
う

水
すい

排
はいすい

水ポンプ場
じょう

は､潮
しお

の満
み

ち引
ひ

きで海
うみ

や川
かわ

の水
すいめん

面が高
たか

くなると､周
しゅうへん

辺より地
じ

盤
ばん

が低
ひく

い地
ち

域
いき

の
雨
う

水
すい

が浦
うらかみ

上川
がわ

へ流
なが

れにくくなる時
とき

があるので､ポンプ
で強

きょうせいてき

制的に川
かわ

へ排
はいすい

水するための施
し

設
せつ

です。
　大

おおあめ

雨時
じ

の床
ゆかした

下浸
しんすい

水 ・ 床
ゆかうえ

上浸
しんすい

水等
とう

の災
さいがい

害を防
ふせ

ぐため
に一

いち

度
ど

に大
たいりょう

量の水
みず

を排
はいすい

水する能
のうりょく

力を備
そな

えています。
　中

ちゅうぶ

部新
し ん ち

地雨
う す い

水排
はいすい

水ポンプ場
じょう

は､新
しん

地
ち

町
まち

周
しゅうへん

辺の低
てい

地
ち

地
ち く

区の雨
う

水
すい

を海
うみ

へ排
はいすい

水するポンプ場
じょう

施
し せつ

設です。

中
ちゅうぶ

部茂
も

里
り

町
まち

雨
う

水
すい

排
はいすい

水ポンプ場
じょう

中
ちゅうぶ

部新
しん　ち

地雨
う

水
すい

排
はいすい

水ポンプ場
じょう

主
しゅ

ポンプ 主
しゅ

ポンプ用
よう

電
でん

動
どう

機
き

発
はつでん

電装
そう

置
ち

 中
ちゅう

央
おう

監
かん

視
し

設
せつ

備
び

沈
ちん

砂
さ

池
ち

設
せつ

備
び
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①下
げ す い

水処
しょりじょう

理場の建
けんせつ

設
　下

げ す い

水処
しょりじょう

理場の建
けんせつ

設は、海
うみ

や川
かわ

の近
ちか

くに様
さまざま

々な施
し せ つ

設を設
せ っ ち

置するため広
ひろ

い敷
し き ち

地が必
ひつよう

要です。また、建
けんせつ

設には多
た が く

額の

費
ひ よ う

用と長
なが

い時
じ か ん

間を要
よう

します。

　現
げんざい

在、長
な が さ き し

崎市では11箇
か し ょ

所の下
げ す い

水処
しょりじょう

理場で処
し ょ り

理を行
おこな

っています。

　また、南
な ん ぶ

部下
げ す い

水処
しょりじょう

理場では、施
し せ つ

設上
じょうぶ

部の一
い ち ぶ

部にゲートボール場
じょう

を作
つく

り、市
し み ん

民の皆
みなさま

様に開
かいほう

放しています。

②幹
かんせん

線管
かん

渠
きょ

の建
けんせつ

設
　幹

かん

線
せん

管
かん

渠
きょ

には多
たりょう

量の汚
お す い

水が流
なが

れ込
こ

んでくるため、管
かん

径
けい

が大
おお

きくなり、その深
ふか

さは地
ち か

下10m以
いじょう

上になる所
ところ

もあ

ります。そのためトンネル工
こうほう

法やシールド工
こうほう

法、推
すいしん

進工
こうほう

法などの高
こ う ど

度な技
ぎじゅつ

術を必
ひつよう

要とする工
こうほう

法により工
こ う じ

事を行
おこな

い

ます。これらの工
こうほう

法は地
じ ば ん

盤の固
かた

さや地
ち か す い

下水の量
りょう

などで使
つか

い分
わ

けがなされますが、いずれの工
こうほう

法も時
じ か ん

間と費
ひ よ う

用を要
よう

します。

　●トンネル工
こう

法
ほう

　工
こ う じ

事延
えんちょう

長が長
なが

く、地
じ

山
やま

が安
あんてい

定している（地
じ ば ん

盤が固
かた

く地
ち か す い

下水の少
すく

ない）場
ば あ い

合に多
おお

く用
もち

いられる工
こうほう

法で、鋼
こうざい

材やコ

ンクリートなどで地
じ

山
やま

を支
ささ

えながらトンネル掘
くっさく

削機
き か い

械で地
ちちゅう

中を掘
ほ

り進
すす

んで行
い

く工
こうほう

法です。

　●シールド工
こう

法
ほう

　工
こ う じ

事延
えんちょう

長が比
ひ か く て き

較的長
なが

く、地
じ

山
やま

が柔
やわ

らかい、地
ち か す い

下水が多
おお

いなどの場
ば あ い

合に多
おお

く用
もち

いられる工
こうほう

法です。発
はっしん

進立
たて

坑
こう

を設
もう

け、シールド掘
くっ

進
しん

機
き

をその立
たて

坑
こう

から発
はっしん

進させ管
かん

渠
きょ

を築
ちくぞう

造する工
こうほう

法です。シールド掘
くっ

進
しん

機
き

にジャッキが装
そうちゃく

着されて

おり、シールドマシンの内
な い ぶ

部で組
く

み立
た

てられたセグメントを押
お

し、その反
はん

力
りょく

で掘
くっしん

進機
き

自
じ し ん

身が掘
ほ

り進
すす

む工
こうほう

法です。

また、推
すいしん

進工
こうほう

法に比
くら

べて大
だいこうけい

口径、長
ちょうきょり

距離、

急
きゅうきょくせん

曲 線での施
せ こ う

工が可
か の う

能ですが、その反
はんめん

面、

工
こ う じ

事が大
だ い き ぼ

規模になります。

Ⅳ　下水道ができるまで

セグメント（外
そと

側
がわ

）と下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

（内
うち

側
がわ

）

シールド掘
くっ

進
しん

機
き



−11−

●推
すい

進
しん

工
こう

法
ほう

　推
すいしん

進工
こうほう

法は、工
こ う じ

事延
えんちょう

長が比
ひ か く て き

較的短
みじか

く、様
さまざま

々な地
じ

山
やま

や地
ち か

下水
すい

などの状
じょうきょう

況に対
たいおう

応した工
こうほう

法です。計
けいかく

画区
く か ん

間の両
りょうたん

端に

発
はっしん

進立
たて

坑
こう

と到
とうたつ

達立
たて

坑
こう

を設
もう

け、推
すいしん

進設
せ つ び

備を備
そな

えた発
はっしん

進立
たて

坑
こう

から油
ゆ あ つ

圧ジャッキにより推
すいしん

進機
き

とそれに続
つづ

く管
かん

を地
ちちゅう

中に

押
お

し出
だ

し、発
はっしん

進立
たて

坑
こう

で既
き せ い

製の管
かん

を順
じゅんじ

次継
つ

ぎ足
た

し、管
かん

列
れつ

全
ぜんたい

体を推
すいしん

進することで推
すいしん

進機
き

を到
とうたつ

達立
たて

坑
こう

に到
とうたつ

達させ、管
かん

渠
きょ

を構
こうちく

築します。

推
すい

進
しん

機
き

到
とう

達
たつ

の瞬
しゅん

間
かん

推
すい

進
しん

機
き

（写
しゃ

真
しん

上
じょう

に向
む

かって推
すい

進
しん

） コンクリート管
かん

押
お

し出
だ

し状
じょうきょう

況
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③枝
えだ

線
せん

管
かん

渠
きょ

の建
けんせつ

設（開
かいさく

削本
ほんかん

管工
こ う じ

事）
　枝

えだ

線
せん

管
かん

渠
きょ

では、主
おも

に掘
くっさく

削機
き か い

械を使
つか

い地
じ め ん

面を掘
ほ

り下
さ

げて下
げ

水
すいどう

道管
かん

を設
せ っ ち

置する開
かいさく

削工
こうほう

法で工
こ う じ

事を行
おこな

います。この工
こうほう

法は、

工
こ う じ き か ん ち ゅ う ど う ろ

事期間中道路の使
し よ う

用が制
せいげん

限される場
ば あ い

合があり、付
ふ き ん

近の

住
じゅうみん

民の方
かたがた

々のご協
きょうりょく

力を受
う

けながら工
こ う じ

事を進
すす

めています。

　深
ふか

く掘
ほ

り下
さ

げる場
ば あ い

合は、土
ど し ゃ

砂が崩
くず

れないように鉄
てっぱん

板や板
いた

を立
た

て、安
あんぜん

全に十
じゅうぶん

分配
はいりょ

慮しながら、工
こ う じ

事を行
おこな

います。

 （写
しゃしん

真1）

　下
げ

水
すいどう

道管
かん

を設
せ っ ち

置するときは、図
ず め ん

面に従
したが

って勾
こうばい

配（傾
かたむ

き）を

つけて、下
げ す い

水がスムーズに流
なが

れるように、慎
しんちょう

重に施
せ こ う

工しま

す。 （写
しゃしん

真2）

　また、下
げ

水
すいどう

道管
かん

の設
せ っ ち

置にあわせて要
ようしょ

所要
ようしょ

所に竪
たてあな

穴構
こうぞう

造の

マンホールと呼
よ

ばれるコンクリート製
せいひん

品を設
せ っ ち

置します。

　このマンホールは、下
げ

水
すいどう

道管
かん

に詰
つ

まりがないか点
てんけん

検した

り、詰
つ

まりを発
はっけん

見したときに清
せいそう

掃作
さぎょう

業を行
おこな

うために使
し よ う

用し

ます。 （写
しゃしん

真3）

　道
ど う ろ

路の地
ち か

下には、水
すいどう

道管
かん

、ガス管
かん

、電
でんせん

線ケーブル、電
で ん わ

話

ケーブルなどが埋
う

められており、新
あら

たに下
げ

水
すいどう

道管
かん

の入
はい

るす

き間
ま

が無
な

い道
ど う ろ

路がたくさんあります。

　このような道
ど う ろ

路で工
こ う じ

事を行
おこな

うには、下
げ

水
すいどう

道管
かん

と同
ど う じ

時に

水
すいどう

道管
かん

等
とう

も新
あたら

しく入
い

れ替
か

えなければならない場
ば あ い

合があり、

工
こ う じ

事期
き か ん

間も長
なが

くかかります。 （写
しゃしん

真3､4）

　下
げ す い ど う

水道管
かん

の工
こ う じ

事が終
お

わったあとには、マンホール蓋
ふた

だけ

が、道
ど う ろ

路上
じょう

に見
み

えます。 （写
しゃしん

真5）

（写
しゃしん

真1）

（写
しゃしん

真2）

（写
しゃしん

真3）

（写
しゃしん

真4）（写
しゃしん

真5）
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Ⅴ　みんなで下水道を守ろう

◎下
げ

水
すい

道
どう

に流
なが

すものは？

1．家
か

庭
てい

排
はい

水
すい

（台
だい

所
どころ

排
はい

水
すい

・お風
ふ

呂
ろ

の水
みず

・洗
せん

面
めん

所
じょ

や洗
せん

濯
たく

機
き

の排
はい

水
すい

・トイレの水
みず

など）

2．工
こう

場
じょう

・病
びょう

院
いん

・デパートなどの事
じ

業
ぎょう

排
はい

水
すい

◎下
げ

水
すい

道
どう

に流
なが

してはいけないものは？

1．雨
う

水
すい

（雨
あま

どいから流
なが

れてくる水
みず

は、雨
う

水
すい

管
かん

あるいは側
そっ

溝
こう

に流
なが

します。長
なが

崎
さき

市
し

の下
げ

水
すい

道
どう

では下
げ

水
すいどう

道管
かん

に流
なが

して

はいけません。）

2．下
げ

水
すいどう

道管
かん

を詰
つ

まらせるようなもの（紙
かみ

おむつ、布
ぬの

きれ、木
もく

片
へん

、食
た

べ物
もの

の残
のこ

りカス、天
てん

ぷら油
あぶら

など）

NO!



−14−

昭和 ２７年 ４月 公共下水道事業に着手
２８年 ４月 公共下水道事業計画認可（中部処理区）
３３年 ４月 新下水道法公布
３４年 ５月 中部茂里町雨水排水ポンプ場供用開始
３５年 １０月 長崎市下水道部発足
３６年 １２月 茂里町下水道終末処理場（現中部下水処理場）供用開始
４０年 ８月 滑石道ノ尾地区終末処理場（旧北部下水処理場）供用開始
５０年 ２月 公共下水道事業計画認可（香焼処理区）｛旧香焼町｝
５１年 ６月 事業計画変更（中部処理区拡大、南部処理区追加）
５３年 １月 事業計画変更（三重処理区追加）
５５年 ７月 香焼浄化センター供用開始
５９年 ４月 南部下水処理場供用開始
５９年 ８月 三重下水処理場供用開始
６０年 １月 事業計画変更（三重処理区拡大、東部処理区追加）
６２年 ２月 事業計画変更（三重処理区拡大、西部処理区追加）

平成 元年 ４月 東部下水処理場供用開始
４年 ６月 中部新地雨水排水ポンプ場供用開始
４年 ７月 西部下水処理場供用開始
８年 １２月 特定環境保全公共下水道事業計画認可（神浦処理区）｛旧外海町｝
９年 １２月 特定環境保全公共下水道事業計画認可（光西浜処理区）｛旧高島町｝

１０年 ４月 中部茂里町第２雨水排水ポンプ場供用開始
１１年 １月 公共下水道事業計画認可（伊王島処理区）｛旧伊王島町｝
１１年 ３月 特定環境保全公共下水道事業計画認可（脇岬処理区）｛野母崎町｝
１１年 ３月 公共下水道事業計画認可（琴海南部処理区）｛旧琴海町｝
１２年 １月 高島浄化センター供用開始
１２年 １１月 公共下水道事業計画認可（三和処理区）｛旧三和町｝
１４年 ４月 神浦浄化センター供用開始
１４年 １２月 特定環境保全公共下水道事業計画認可（黒崎処理区）｛旧外海町｝
１５年 ３月 伊王島浄化センター供用開始
１５年 １１月 北部下水処理場廃止
１６年 １０月 公共下水道事業計画認可（大平処理区）｛旧琴海町｝
１７年 １月 香焼町・三和町・野母崎町・伊王島町・高島町・外海町が長崎市に編入合併
１７年 ３月 西部小江原下水処理場廃止
１７年 ３月 琴海南部浄化センター供用開始
１７年 ４月 南部栄上中継ポンプ場供用開始（南部下水処理場へ送水）（三和処理区）｛旧三和町｝
１８年 １月 琴海町が長崎市に編入合併
１９年 ６月 香焼浄化センター機能停止
２１年 ３月 脇岬浄化センター供用開始
２２年 ３月 大平浄化センター供用開始
２２年 ３月 黒崎処理区供用開始（三重下水処理場へ送水）

長崎市下水道事業の沿革



 

    




